
２

発

今月月月月月月月月月月月ののおおおおおおおおももももももももなななななななななななななななな内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容
242424年度度度度度度度年度度予算予算予算予算予算予算予算予 概要概要要概要概要概要概要要要要概要要概要要要要要要要要ををおをおおおおおおおをおをおをおをおをおおお知知知知知知知ら知知知知知知知知 せせしせししししせしせししししせししししししせ ままままますすますますますままますますまままままますままままま …………………………………②…②……②…②②
飼い飼い犬の犬のののののののののののののののののののののののののののの登登登録登録登録録録登録登録録録登録登録登登登登録登録登録登録登登録登録登録登登登登 と狂と狂と狂と狂とと狂と狂狂狂狂と狂狂狂狂狂と狂とと狂と狂狂とと狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂と狂狂狂狂狂狂犬犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬病犬犬病犬病病犬犬病犬病予防予防防
定期期期集集集集合集合合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集合集集合注射注射注射注射注射注射注射射射注射注注射射注射射射射射射射射注射注射をををを行を行を行を行を行行行行行行行をを行を行を行行行をををを いまいまいまいまいまいまいまいます…す……す…す…す…すすす ………………………………………………………………… ⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦
生生涯生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯生涯生涯涯涯涯涯涯学学学学習学習学習学学学習学習学習学習学習学習学習学習学習学習学習習習習学習習習習習習の広のののののののののの広の広の広の広の広のののの広ののの広の広の広の 場場場場場場場場……………………………… …………………… ………………………………………………… …………………………………………………………………⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩
健康健康健康健康康康康だよだよだよだだだだよだよりりりりり………………………………………………………………………… ………………………… …………………………………… ……………………………… ……………………⑫⑫⑫⑫

2012

4
No.76



広報きたかた　2012.4 ◯2

は
、
景
気
の
低
迷
と
東
日
本
大
震
災

お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

影
響
に
よ
り
、
市
民
税
に
つ
い
て
は
減
収

が
見
込
ま
れ
、固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
減
収
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
市
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
増
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
市
税
全
体
に
つ
い

て
は
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
２３
年
度
算
定
結
果
お
よ

び
国
の
地
方
財
政
計
画
を
参
考
と
し
た
見

込
み
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
べ

て
減
額
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
災
害
対
策
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
の
増
加
に
よ
り
繰
入
金
が
増
額
の
見
込

み
で
す
。
市
債
に
つ
い
て
は
小
中
学
校
耐

「一般会計」は ２３３億６００万円
が使われます（24年2月1日現在の現住人口51,634人で算出）

歳　入
233億600万円

市税
44億1,412万円
（18.9％）

地方交付税
102億103万円
（43.8％）

市債
25億1,740万円
（10.8％）

分担金及び負担金
2億2,481万円
（1.0％）

使用料及び手数料
2億5,663万円
（1.1％）

地方譲与税など
8億1,792万円
（3.4％）

財産収入など
4,040万円
（0.2％）

繰入金
9,441万円
（0.4％）

繰越金
1億5,000万円
（0.6％）

諸収入
6億6,711万円
（2.9％）

国庫支出金
19億9,343万円

（8.6％）

県支出金
19億2,874万円
（8.3％）

自主財源 （25.1%
）

依

存財源  （74.9%）

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と

財
政
健
全
化
を
め
ざ
し
て

平成24年度 予 算

震
化
事
業
等
に
よ
り
増
加
の
見
込
み
で

す
。
こ
の
よ
う
な
見
込
み
な
ど
か
ら
２４
年

度
一
般
会
計
歳
入
予
算
は
、
２３
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
て
８
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

は
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
な

ど
従
来
の
行
政
課
題
へ
の
対
応
、
緊
急
雇

用
対
策
へ
の
対
応
が
引
き
続
き
必
要
に
な

っ
て
い
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
お

よ
び
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興
に

向
け
た
対
応
の
た
め
所
要
額
を
計
上
し
ま

し
た
。

市
の
将
来
の
都
市
像
で
あ
る｢

豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市｣

の
実
現
に
向
け
て
、
喜
多
方
市
総

合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の
着
実
な
推

進
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
並
び
に

財
政
の
健
全
化
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
併
せ
て
必
要
と
な
る
た
め
、
２４
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
性
、

緊
急
性
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
財
源
を
有

効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、事
業
の
重
点
・

選
別
化
を
念
頭
に
歳
出
予
算
の
計
上
を
行

い
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
特
に
重
要
な
事
業（
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

に
基
づ
き
重
点
的
に
行
う
事
業
ま
た
は
重

要
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
提
案
事

業
）と
し
て
、新
重
点
推
進
事
業（
５４
事
業
、

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
着
実
な
達
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
新
重

点
推
進
事
業
枠
」
を
設
け
、
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
す
た
め
、
事
業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
２
３
３
億
６
０
０
万
円
で
、
23
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
８
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
像
「
豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観

光
都
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
平
成
24
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

予　算

歳
入

歳
出予

算
編
成
の
要
点
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子
ど
も
手
当
の
支
給
、
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費
の
助
成
な
ど
少
子

化
や
予
防
医
療
に
か
か
る
扶
助
費
や
委
託

料
の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
建
設
事
業
と
し
て
、
新
本
庁
舎

建
設
事
業
、
坂
井
・
四
ツ
谷
線
街
路
事
業
、

舞
台
田
上
勝
線
街
路
事
業
、
道
路
改
良
事

業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
、
小
中
学
校
耐

震
化
事
業
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、

山
都
・
高
郷
簡
易
水
道
統
合
事
業
な
ど
の

所
要
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

④
⑤
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
財
政
班
☎（
２４
）５
２
１
３

総
事
業
費
３
億
５
８
１
６
万
円
）を
計
上

し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
復

興
の
た
め
災
害
対
策
基
金（
市
町
村
復
興

支
援
交
付
金
原
資
分
）を
活
用
す
る
こ
と

と
し
、
そ
れ
ら
の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。市民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
上
で
、

市
総
合
計
画
に
基
づ
き
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
事
業
を
重
要
事
業
と
位
置

づ
け
、
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

厳
し
い
雇
用
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
緊
急
雇
用
創
出
事
業
経
費
２
億

７
２
９
８
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳　出
233億600万円

総務費
27億4,969万円
（11.8％）

民生費
54億7,969万円
（23.5％）

衛生費
28億1,931万円
（12.1％）

土木費
24億9,602万円
（10.7％）

教育費
29億6,492万円
（12.7％）

災害復旧費
4,267万円
（0.2％）

公債費
24億4,150万円
（10.5％）

議会費
2億8,688万円
（1.2％）

予備費
1億円
（0.5％）

消防費
9億329万円
（3.9％）

農林水産業費
17億4,847万円

（7.5％）

商工費
12億1,546万円
（5.2％） 労働費

5,810万円
（0.2％）

歳　出
233億600万円

総務費
27億4,969万円
（11.8％）

民生費
54億7,969万円
（23.5％）

衛生費
28億1,931万円
（12.1％）

土木費
24億9,602万円
（10.7％）

教育費
29億6,492万円
（12.7％）

災害復旧費
4,267万円
（0.2％）

公債費
24億4,150万円
（10.5％）

議会費
2億8,688万円
（1.2％）

予備費
1億円
（0.5％）

消防費
9億329万円
（3.9％）

農林水産業費
17億4,847万円

（7.5％）

商工費
12億1,546万円
（5.2％） 労働費

5,810万円
（0.2％）

みんなの暮らしに身近な予算の
市民1人当たり　４５１,３６９円

問問

水 道 事 業 会 計 予　算

特 別 会 計 予　算 一 般 会 計

●収益的収入及び支出〔営業勘定〕　（単位：万円）

※財源不足額7億887万円は、当年度分消費税および地方消費
税資本的収支調整額などで補てんします。

《業務の予定量》 ○給水件数 ………… 15,360件
 ○年間総給水量 …4,297,000㎥

○１日平均給水量 … 11,773㎥

●資本的収入及び支出〔資本勘定〕（単位：万円）

《収入》

区　　分 予算額

営業収益 9億2,685

営業外収益 1,161

特別利益 10

計 9億3,856

国民健康保険事業特別会計 57億円

後期高齢者医療事業特別会計 5億3,714万円

介護保険事業特別会計 44億8,646万円

公有林整備事業特別会計 605万円

都市計画事業喜多方西部土地区画整理事業特別会計
 6,264万円

都市計画事業塩川駅西土地区画整理事業特別会計

1億948万円

農業集落排水事業特別会計 1億9,419万円

下水道事業特別会計 15億3,837万円

山都簡易水道事業等特別会計 6億8,214万円

高郷簡易水道事業特別会計 9,652万円

駒形財産区特別会計 916万円

一ノ木財産区特別会計 4,208万円

早稲谷財産区特別会計 2,112万円

《収入》

区　　分 予算額

出 資 金 9,641

補 助 金 0

負 担 金 4,563

繰 入 金 42

計 1億4,246

《支出》

区　　分 予算額

営業費用 7億7,004

営業外費用 8,060

特別損失 200

予 備 費 300

計 8億5,564

《支出》

区　　分 予算額

拡張工事費 1億2,597

建設改良費 4億1,648

企業債償還金 3億588

予 備 費 300

計 8億5,133
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　農業集落排水事業特別会計計繰出金 
 1億55,612万円
　除雪経費 3億33,032万円
◎喜多方･塩川線道路整備事事業 ※
喜多方市街地と塩川町を結ぶ幹線道
路の整備 66,268万円
　道路改良事業 2億億12万円
◎坂井･四ツ谷線街路事業
 1億33,621万円
　下水道事業特別会計繰出金金
  8億77,575万円

　環境衛生諸費
（■環境基本条例の策定　※策定に
向けた手続きを進め市民懇談談会や観
光講演会を開催 30万円）
（■東日本大震災関連飲料用用水調査
事業　※飲用井戸水などの安安全性の
調査 3302万円）

■環境対応車普及促進事業　※電気
自動車などの導入 11,425万円
■住宅用新エネルギー設備等等設置費
　補助事業 789万円
■再生可能エネルギー等導入拠点モ
デル整備事業〔電気自動車用用急速充
電器導入事業〕 100万円
■小水力発電導入調査事業　※市内
における適地調査、基礎調査査、詳細
調査 60万円
　塵芥処理経費
（■汚泥等放射性物質測定事事業
 1189万円）

■市勢広報映像作成　※市市勢PR用
DVDなどの作成 96万円
■きたかた大使事業 198万円
■市有財産維持管理･利活用用推進事
業　※不動産鑑定など 277万円
◎新本庁舎建設事業　※基基本構想、
基本計画に基づく実施設計ななど

88,897万円
◎緊急雇用創出基金事業〔震震災対応
事業〕　※44事業に111人を雇雇用

2億77,298万円

■過疎地域･集落対策事業　※集落
支援員制度の常勤体制のモデル的導
入、空き家などの除却や活用のニー
ズ調査など 493万円

男女共同参画推進経費 208万円

■友好都市締結･交流促進事業 ※
東京都東大和市･千葉県香取市との
友好都市締結 281万円

　塩川町史編さん事業等
（■次世代につなぐ自由民権運動～
自由民権運動喜多方事件130周年記
念事業～　※説明板修繕、文化遺産
活用事業補助金 100万円）
　文化財の保存･整備･活用等
（■蔵等登録有形文化財保存支援事
業　※登録有形文化財建造物となっ
た蔵等建築物の修復など 207万円）

　国民健康保険事業費 ※国民健康
保険事業特別会計への繰り出し

3億6,916万円
◎地域･家庭医療センター運営経費
※指定管理者による管理･運営費
 3,384万円
　老人等医療給付経費 ※福島県後
期高齢者医療広域連合への負担など

9億3,795万円
　健康増進経費　　　 
（■線量計等緊急整備支援事業　※妊
婦や中学生以下の子どものうち希望者
への個人線量計貸し出し 1,224万円）

　障がい者福祉援護経費 ※身体障
がい者、知的障がい者、精神障がい
者への援護 5億1,180万円
　重度心身障害者医療費助成経費
 1億2,685万円
　精神保健経費 114万円
　地域生活支援経費　
（■地域生活支援事業　※各種障が
い者サービスの相談支援体制の強
化、市が開催する講演会などでの手
話通訳者の配置など 330万円）
◎高齢者世帯等除雪支援経費246万円
　敬老経費 2,331万円
■要援護者台帳システム整備による
登録推進事業 248万円
　老人保護措置経費 1億978万円
　太極拳のまち推進経費 466万円
　介護保険事業特別会計繰出金
 6億5,801万円
　生活保護給付費 8億3,118万円

■食品等放射性物質分析検査事業
※市民が生産する自家用野菜などの
分析検査 2,241万円
　水防対策費
（■塩川町上江･別府地区水害対策事
業 464万円）
　防災対策経費
（■被災者ふれあいサポート事業
※本市へ避難されている方々への東
日本大震災に関する情報、生活支援
などの情報提供、ふれあい交流の場
の提供など 　30万円）

快適な生活環境の形成

地 域 間 交 流 の 推 進

住民と行政の協働の推進

男 女 共 同 参 画 の 推 進

人と自然に配慮した環境の形成

地域で育む福祉体制の推進

地 球 環 境 を 意 識 し た
循 環 型 社 会 の 形 成

安心で 健 康に 暮らせる
保 健・医 療 体 制 の 推 進

自然・歴史・文化に誇りが
もてる地 域 資 源の活用

安全・安心の防犯・防災体制・
交通安全対策等の推進

～ くらしづくり ～～ 地域社会づくり ～ ～ ふるさとづくり ～

〔一般会計〕

■　……新重点推進事業
◎　……重要事業
( )  ……予算事業内の事業名
※　……事業概要
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市人づくりの指針推進事業■喜多方
55万円

町村圏組合負担金〔喜多方　広域市
〕プラザ分
方プラザ震災復興コンサート（■喜多方

155万円）
方プラザ施設改善･増設工事◎喜多方

4億5,497万円事業
ツ振興経費　スポー
ーツ交流都市宣言推進事業 （■スポー
ポーツ教室の開催など ※記念ス

123万円）
プール管理経費　市民プ
プール放射性物質測定事業（■市民プ

50万円）

管理経費　小学校
基本計画作成業務 ※豊川･（◎耐震基
、熱塩体育館 1,110万円）駒形校舎
補強工事実施設計業務　※（◎耐震補
形校舎、熱塩･加納･慶徳体豊川･駒形

1,540万円）育館
補強工事監理業務、耐震補（◎耐震補
※熱塩･姥堂･山都校舎、松強工事　
体育館 2億6,990万円）山･関柴体
管理経費　中学校
基本計画作成業務、耐震補（◎耐震基
施設計業務　※会北校舎強工事実

810万円）
補強工事監理業務、耐震補（◎耐震補
※高郷体育館 9,760万円）強工事　

祉諸費　社会福
い創出推進事業　※専用ホ（■出会い
ジの管理と出会い創出業務ームペー
イベントへの補助 125万円）の委託、イ
管理運営経費　保育所
所0歳児待機児童解消事業（■保育所

802万円）
後児童クラブ事業■放課後 　※新たに
川･熱塩･加納･塩川･姥堂･駒第二･豊川
高郷小学校区への4～6年生形･山都･
れ拡大の受け入 1億4,503万円
費　予防経
フルエンザワクチン接種助（■インフ

1,538万円）成事業 
医療給付費◎子ども
方市子ども〔中学生〕医療（■喜多方
事業　※中学生の入院医療費費助成事
での2分の1から全額助成にをこれま

65万円）拡大

■園芸作物施設化促進事業補助金
※園芸作物栽培用ハウスの整備経費
への補助 600万円
■集落営農組織化等緊急促進事業補
助金　※集落営農等への農地利用集
積、経営の多角化への補助 195万円
■負けない喜多方風評被害対策事業
〔農林業対策〕　※首都圏等でのPR
活動、市内全域での米の放射性物質
検査などの風評被害対策 732万円
■農畜産物等喜多方ブランド確立推
進事業　※首都圏の民間事業者との
連携によるアンテナショップの設置
など 110万円
■先進的モデル経営体育成支援事業
※一定規模を要件に機械などの導入
や農地の出し手への補助 480万円
■中山間地域花き生産拡大実証モデ
　ル事業　※花きの低コスト･省力
　化栽培のモデルとなる取り組みへ
　の補助 131万円
■農作物野生獣被害対策事業　※地
域が一体となった取り組み（電気牧
柵設置）への補助 36万円
■新規就農者経営確立支援事業費補
助金〔新規就農者･東日本大震災被
災地域農業者支援事業〕　※就農開
始段階の経費の助成 713万円
◎新規就農総合支援事業青年就農給
付金 450万円
■新肉用牛肥育素牛導入事業 264万円
■新優良基礎雌牛導入事業 331万円
■ため池等農地災害危機管理対策事業
※ハザードマップ作成の基になる浸
水区域想定図の作成 300万円
◎森林整備加速化･林業再生基金事業
（■木質バイオマス生産拡大支援事業
※燃料用チップ増産のためのチップ
選別機整備への補助 471万円）
■木材生産システム確立支援事業
※林業機械導入への補助 474万円
■森林整備･木材利用促進対策事業
※間伐材の搬出･運搬への補助320万円助

　雇用促進対策経費
（■雇用相談センター就職支援事業
　※合同企業説明会、就職支援セミ
ナーなどの開催 960万円）
（■新規高卒者雇用促進支援事業　
※新規高卒者を正規雇用した市内企
業への助成 650万円）

　商工業振興対策経費
（■ものづくり企業等経営基盤強化
支援事業　※試作品開発や開発に伴
う市場調査への支援 415万円）
（■東日本大震災被災等企業立地支
援事業 662万円）
（■負けない喜多方風評被害対策事業
〔商工業対策〕　※のぼり旗や缶バッ
ジの作成、アンケート調査 112万円）
　中小企業振興対策経費
（■商店街低炭素街路灯導入促進事業
 160万円）
■ブランド力強化支援事業　※生産
から販売･消費までを包括する喜多
方ブランドの信頼確立 235万円

■花でもてなす観光喜多方推進事業
317万円

■負けない喜多方風評被害対策事業
〔観光物産対策（観光協会）〕　※観光
協会が行う対策経費への補助 94万円
■負けない喜多方風評被害対策事業
〔観光物産対策〕　※グリーン･ツー
リズム商品の開発など 250万円

心を豊かにする生涯学習の推進

特色ある学校教育の推進

地域の個性を生かした商工業の振興

地 域 の 特 色を生かした
活力ある農 林 業の振 興

安心して子育てができる
環 境 整 備 の 推 進

も て な す 心 が 温 か い
喜 多 方 流 観 光 の 推 進

ひ と づ く り ～～ ひ ～ 産 業 づ く り ～

　24年度一般会計予算の主な

事業を、５つのまちづくりの

施策ごとに紹介します。
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会
津
の
森
林
で
生
産
さ
れ
る
か
、
国
内

産
素
材
を
喜
多
方
で
加
工
し
た
木
材
を

「
地
域
材
」
と
し
て
、
市
内
の
公
共
建
築
物

な
ど
に
利
用
し
ま
す
。「
地
域
材
」
の
安
定

供
給
体
制
の
整
備
や
木
製
備
品
の
利
用
促

進
に
も
力
を
入
れ
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス

（
※
注
）
利
用
施
設
の
導
入
も
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

※
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と（
た
だ
し
石
油
や
石

炭
な
ど
の
化
石
燃
料
は
除
き
ま
す
）

農
林
課
農
山
村
振
興
室

☎（
２４
）
５
２
３
４

市
で
は
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
き
た
か
た

男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

２３
年
度
第
１
回
講
座
で
は
、
最
近
の
男

女
共
同
参
画
の
動
向
や
男
女
共
生
サ
ポ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
講
し
、

第
２
、
３
回
講
座
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

 市政トピックス

目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

県
内
市
町
村
で
初
と
な
る
積
極
的
な
木
材
利
活
用
方
針

３
月
２０
日
、
押
切
川
公
園
体
育
館
に
て
、

市
の
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
宣
言
記
念
事

業
」
と
し
て
、
野
球
指
導
者
の
奥
村
氏
を

講
師
に
迎
え
た
講
演
会
を
開
催
し
、
約
２

０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
の
世
界
の
厳
し
さ
、
イ
チ
ロ

ー
選
手
や
田
中
将
大
選
手
と
の
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
選
手
を
指
導
し
た
経
験
、
目

標
を
持
ち
、
継
続
し
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

市
で
は
、
平
成
２２
年
５
月
に
公
布
さ
れ

た
「
公
共
建
築
物
に
関
す
る
木
材
の
利
用

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
国
、

県
の
方
針
を
受
け
、
平
成
２４
年
２
月
に
県

内
初
と
な
る
独
自
の
木
材
利
用
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
、
公
共
建
物

の
木
造
化
・
木
質
化
に
よ
り
、
断
熱
性
、

紫
外
線
な
ど
の
吸
収
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

な
ど
の
優
れ
た
特
性
を
生
か
し
、
再
生
可

能
な
地
域
資
源
で
あ
る
木
材
を
積
極
的
に

利
活
用
し
、
森
林
の
整
備
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
地
域
産
業
の
振
興
な
ど
を
目
指
す
も

の
で
す
。

問問問問

●
奥
村
幸
治
氏
講
演
会
「
イ
チ
ロ
ー
・
田
中
将
大
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
」

●
「
喜
多
方
市
木
材
利
用
推
進
方
針
」
制
定

●
男
女
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
も
に
創
る
男わ

た
し
た
ち女

の
社
会
を
め
ざ
し
て

▲地域材を活用した
　新しい松山公民館
　（愛称：松楽館）多目
　的ホール

▲建築用材などに利用可能
　な市内カラマツ林

問問
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登
録
済
の
飼
い
主
の
方
に
は
、
通
知
書

（
予
防
注
射
申
請
書
）と
「
問
診
票
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
集
合
注
射
を
希
望
す
る
時

は
、
記
入
の
う
え
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
、
犬
が
死
亡
・
転
出
、
所
有
者
変

更
な
ど
し
て
い
る
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

未
登
録
の
飼
い
主
の
方
は
、会
場
に「
登

録
申
請
書
」
と
「
問
診
票
」
を
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、当
日
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
健
康
な
犬
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
問
診
の
結
果
、
集
合
注
射
を
受
け
ら

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

定
期
集
合
注
射
を
行
い
ま
す

犬を飼っている皆さんは 忘れずに受けましょう

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼
う

と
き
は
、「
狂
犬
病
予
防
法
」
に

よ
り
、
犬
の
一
生
に
１
回
登
録
申

請
を
し
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

24年度 狂犬病予防定期集合注射実施日程

地
区 実施日 実施時間 実施場所

喜

多

方

4月25日（水）
午後1時30分～2時45分 岩月交遊館前

午後3時～3時30分 治里集会所前

5月1日（火）
午後1時30分～2時45分 熊倉公民館前
午後3時～3時30分 本林集会所前

5月2日（水）
午後1時30分～2時45分 松山公民館前
午後3時～4時 桜ガ丘福祉会館前

5月7日（月）
午前9時～11時30分 関柴公民館前
午後1時30分～2時45分 上三宮遊樹館前
午後3時～4時 慶徳ふれあい館前

5月8日（火）
午前9時～11時30分 喜多方プラザ北側

駐車場内
午後1時30分～3時30分 豊川公民館前

5月9日（水） 午前9時～11時30分 市役所本庁舎北側
駐車場車庫前

4月25日（水）午前9時～11時30分 熱塩加納総合支所
除雪センター前5月9日（水） 午後1時30分～3時30分

塩

川

5月1日（火）
午前9時～9時30分 唐沢婦人ﾎｰﾑ前
午前9時45分～10時30分 駒形地区公民館前
午前10時45分～11時30分 姥堂地区公民館前

5月2日（水）
午前9時～9時45分 堂島地区公民館前
午前10時～11時30分 塩川体育館前

山

都

4月26日（木）
午後1時30分～2時30分 山都保健ｾﾝﾀｰ前
午後2時40分～3時 小布瀬原公民館前
午後3時10分～3時30分 上林会館前

4月27日（金）

午前9時～10時10分 山都保健ｾﾝﾀｰ前
午前10時25分～10時50分 堰沢会館前
午前11時10分～11時30分 舟引公民館前
午後1時30分～2時 相川会館前
午後2時20分～3時 一ノ木会館前

高

郷
4月26日（木）

午前9時～10時 高郷総合支所前
午前10時20分～11時 高郷公民館前
午前11時20分～正午 福島商店前(大谷)

※いずれの会場でも狂犬病予防注射を受けることができます。
※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします

熱
塩
加
納

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
獣
医
師（
動
物
病
院
な
ど
）で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
集
合
注
射
は
受
け
な
く
て
結
構
で
す
。

留
意
事
項

犬
の
健
康
や
高
齢
な
ど
で
注
射
に
不
安

が
あ
る
と
き
や
上
記
の
日
程
で
都
合
が
悪

い
と
き
は
、
獣
医
師（
動
物
病
院
な
ど
）で

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
の
料

金
は
、
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
注
射
を
受
け
た
時
は
、
獣
医
師

か
ら｢

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書｣

の
交

付
を
受
け
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課
へ
提
出
し
、
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票（
手
数
料
５
５
０
円
）の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

上
記
の
日
程
で
、
犬
の
登
録
手
続
き
が

で
き
な
い
と
き
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

料
金（
１
頭
に
つ
き
）

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金（
福
島
県
獣
医

師
会
）
２
５
５
０
円

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
〔
計
３
１
０
０
円
〕

◆
畜
犬
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円（
未

登
録
の
場
合
の
み
納
入
）

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎（
２４
）
５

２
６
１
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
〔
熱

塩
加
納
☎（
３６
）２
１
１
１
、
塩
川
☎（
２７
）

２
４
０
０
、
山
都
☎（
３８
）３
８
０
５
、
高

郷
☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
３

問問
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住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況をお知らせします

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧は公共性・公益性の認められる場合のみ閲覧できることになってい
ます。閲覧の状況を公表することが義務付けられていることから、住民基本台帳法（以下、「法」という。）
第11条第３項及び第11条の２第12項に基づき、喜多方市における住民基本台帳の閲覧状況を次のとおり
公表します。

■対象期間：平成23年4月１日～平成24年3月31日　　　　　　　　　　　　問 市民課窓口係☎（24）5225

○統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究のうち、公益性の高いもの

№

申出者の氏名（法人の場
合にあってはその名称及
び代表者または管理人の
氏名）

委託元 利用目的の概要 閲覧月日 閲覧に係る住民の範囲

１（社）新情報センター／事務局長　平谷　伸次 内閣府 青少年のインターネット利用環
境に関する調査の対象者抽出 5月24日 字押切一～三丁目の10

歳～18歳の男女

２
（株）日本リサーチセン
ター／代表取締役社長
鈴木　稲博

金融広報中央
委員会

家計の金融行動に関する世論調
査の対象者抽出 7月26日 熊倉町熊倉・都の20歳

以上の男女

３（社）中央調査社／会長中田　正博 朝日新聞社 新聞及びウェブ利用に関する総
合調査の対象者抽出 8月 2日 字さつきが丘の15歳以

上の男女

４（社）中央調査社／会長中田　正博
財団法人塩事
業センター

家庭用塩の消費実態に関する調
査の対象者抽出 8月 9日 豊川町米室の20歳以上

の男女

５
（株）日本リサーチセン
ター／代表取締役社長
鈴木　稲博

公益財団法人
笹川スポーツ
財団

子ども・青少年の運動・スポーツ
活動に関する全国調査の対象者
抽出

8月10日
岩月町橿野、関柴町関
柴・下柴の４歳～19歳
の男女

６（社）新情報センター／事務局長　平谷　伸次

独立行政法人
国立精神・神
経医療研究セ
ンター

飲酒・喫煙・くすりの使用に関す
る調査の対象者抽出 8月30日 関柴町上高額の15歳～

64歳の男女

７
（株）日本リサーチセン
ター／代表取締役社長
鈴木　稲博

金融広報中央
委員会 金融力調査の対象者抽出 9月 2日 熱塩加納町山田・相田・

加納の18歳以上の男女

８（社）新情報センター／事務局長　平谷　伸次 内閣府 親と子の生活意識に関する調査
の対象者抽出 9月29日 豊川町米室・一井の14

歳～15歳の男女

９（社）新情報センター／事務局長　平谷　伸次 内閣府 高齢者の経済意識に関する調査
の対象者抽出 9月29日 豊川町米室の55歳以上

の男女

10（社）中央調査社／会長中田　正博
NHK放送文化
研究所

防災・エネルギー・生活に関する
世論調査の対象者抽出 10月19日 豊川町米室の16歳以上

の男女

11
（株）ＩＴスクエア／代
表取締役社長　伊藤　
則明

福島県 福島県世論調査の対象者抽出 11月 4日 字押切二丁目、塩川町
遠田の15歳以上の男女

12
（株）サーベイリサーチ
センター／代表取締役
藤澤　士朗

厚生労働省 肝炎ウィルス検査受検状況実態
調査の対象者抽出 11月30日

字中川原・水上・落合・
稲清水・馬場・寺西の
20歳～79歳の男女

13
（株）サーベイリサーチ
センター／代表取締役
藤澤　士朗

NHK テレビ放送に関するアンケート
の対象者抽出 1月11日

岩月町大都・橿野、字
押切一丁目～三丁目、
字押切東一丁目～二丁
目の16歳以上の男女

○国・地方公共団体の機関が法令で定める事務を行うためもの

№ 国または地方公共団体
の機関の名称 請求事由の概要 閲覧月日 閲覧に係る住民の範囲

1
防衛省（自衛隊福島地
方協力本部会津若松出
張所）

自衛官の募集に伴う広報 11月８日
～  ９日

市内全域の17歳の男女
及び14歳の男子

問 問
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○農地の売買、貸借、転用、農業者年金など農地に関する相談は農業委員会へお尋ねください。
○農業委員会の総会は、毎月20日頃に開催予定です。各種申請書は、 前月の末日（土、日、祝祭日のときは翌開庁日）まで提出してください。
農業委員会事務局☎（24）5255または各総合支所産業課農林係問 問

地区 地　域 地　域　の　範　囲 平均額 最低額 最高額 データ数

Ａ地区
塩 川 地 域 … 県道北山会津若松線・市道江添長峰線及び駒形堰で境界される以

西地域
整 理 田 23,700円 21,000円 26,000円 97
未整理田 22,500円 22,500円 22,500円 3

Ｂ地区

喜多方地域
塩 川 地 域

…
…
平坦地域
県道北山会津若松線・市道江添長峰線・駒形堰・市道東常世向原
線・国営雄国開拓事業実施地域で境界される地域

第Ⅰ地区 20,400円 15,000円 25,000円 211

熱塩加納地域

山 都 地 域
高 郷 地 域

…

…
…

五目、蕀原、上根岸、下根岸、下谷地、鷲田、半在家、岩尾、八
反田の一部、田中の一部、中川原の一部、上野、上針生の一部、
下針生、金屋、栗生沢、宇津野の一部、赤崎、赤崎林、御林 
三津合
大田賀、西羽賀、夏井、川井、永農、西黄、吹荻、小ケ峯の地域
の区画整理が実施された田

第Ⅱ地区 18,300円 14,000円 24,000円 116

Ｃ地区

喜多方地域

熱塩加納地域
山 都 地 域
高 郷 地 域

…

…
…
…

赤崎林、大沢入、長窪、二軒在家、治里、打入、入柴、舘、道地、隠里の
一部、小沼沢(沼平、滝ノ沢を除く)県道北山会津若松線以東、県道喜多方河
東線以西地域及び小田高原地域
野辺沢、日中下、中志田、日中々、黒川、熱塩の一部
山都（大字のつかない地域）、木幡、小舟寺
塩坪、西谷地、池ノ原、漆窪、大谷、地割、三方、本村、小土山、揚津(小
ケ峯を除く)の地域の区画整理田

13,300円 10,000円 18,000円 121

Ｄ地区

熱塩加納地域

塩 川 地 域
山 都 地 域
高 郷 地 域

…

…
…
…

八反田の一部、田中の一部、中川原の一部、上針生の一部、新村、日中上、
上明戸、水沢
Ａ地区、Ｂ地区以外の東部地区
一川、相川、朝倉、蓬莱、一ノ木、早稲谷
Ｂ地区、Ｃ地区以外の未整理田

10,200円 9,000円 12,000円 24

Ｅ地区
喜多方地域
熱塩加納地域

…
…
Ｂ地区、Ｃ地区以外の山間地域
山岩尾、与内畑、五枚沢、板ノ沢、大平、黒岩、三ノ倉、赤沢、衛門小屋、
熱塩の一部、宇津野の一部

9,400円 6,200円 10,900円 5

参　考
(喜多方市
平均)

16,800円 577

○21年12月に農地法が改正され、標準小作料が廃止されました。これに替わるものとして、農地法第52条の規定により、過去１年のデータをもとに、賃借料
の平均・最低・最高額を算出し情報提供を行うことになりました。この情報は、賃借料の目安として提供するものなので、農地の貸借をするときは当事者間
でよく協議したうえで設定してくださるようお願いします。
○23年1月から12月までに利用権設定が締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は以下のとおりです。

○標準料金のため、圃場条件や作業の難易度等著しく異なる場合は、当事者間協議のうえ決定してください。
○この標準額には、消費税が含まれています。（一般作業は除く）

※地域の実情に即した情報提供のため、著しく低額あるいは高額なものは除いてあります。

賃借料の情報および農作業料金は、農業者と土地所有者間の賃貸借・作業受委託料金の目安となるものです。24年の賃借料の情報および農作業料金基
準額について以下のとおりお知らせします。

喜多方市　賃借料情報

喜多方市　農作業料金基準表

平成24年　賃借料情報・農作業料金基準額のお知らせ

作業名 種別 単位 金額（円） 備　　　　　　　　　　　　考

一般作業 男女とも 1日
（実働8時間） 6,400 作業内容により相当額加算することができる。

耕耘作業
ロータリー耕 10a 5,000 特殊圃場は相当額加算することができる。クローラートラクターの場合1,000円加算することができる。畑の2回耕耘の場合は2,000円加算する。
プラウ耕 10a 6,800 特殊圃場は相当額加算することができる。

代掻作業 トラクター 10a 6,000 特殊圃場は相当額加算することができる。クローラートラクターの場合1,000円加算することができる。

田植作業
田植機 10a 5,300 特殊圃場は相当額加算することができる。
側条施肥機 10a 6,800 特殊圃場は相当額加算することができる。

育苗代 1箱当り 650 運搬費含まず。
苗運搬 1箱当り 50

稲刈作業 コンバイン 10a 17,000 特殊圃場は相当額加算することができる。結束は3,000円加算する（ひも代含む）。バインダーは7,000円（ひも代含む）。
籾運搬 10a 2,000
脱穀作業 10a 9,000
乾燥作業 10a 8,500 補助乾燥は両者協議のうえ設定することができる。
籾摺作業 1袋（30㎏） 300
刈取、運搬、乾燥、籾摺まで 10a 31,000 特殊圃場は相当額加算することができる。
精米 玄米 1袋（30㎏） 350

製粉
米 1㎏ 150
玄そば、小麦 1㎏ 200

肥料散布 10a 1,000 100㎏まで。100㎏を超える場合には1袋当り200円加算する。
マニアスプレッター 堆肥散布 10a/1t 2,000 特殊圃場は相当額加算することができる。積み込みの場合10a当たり500円加算する。

農薬散布（機械）
粉（粒）剤 10a 700 特殊圃場は相当額加算することができる。
水和剤 10a 1,200 特殊圃場は相当額加算することができる。

ワラ梱包
ロールベーラー 1梱包 200 ひも代含む。
ヘーベーラー 1梱包 100 ひも代含む。

畦畔塗（機械） 1m 40
溝きり（機械） 1m 20
畦畔草刈 1時間 1,300 燃料・機械代含む。



広報きたかた　2012.4 ◯100

楽
し
み
な
が
ら
教
養
を
身
に
付
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
初

心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
勤
労
青
少
年

◆
講
座
の
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

※
開
講
式
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ

持
ち
運
べ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
貸
出
期
間

原
則
、
行
事
等
の
前
日
か
ら
開
催
日
の

翌
日
ま
で

◆
手
続
き

借
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら
２

週
間
前
ま
で
、
所
定
の
申
請
書
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
費
用

無
料

◆
そ
の
他

貸
出
に
際
し
て
は
、
別
途
条

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
の

際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
は
、
日

中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道
を
メ
イ
ン

コ
ー
ス
に
、
４
月
２１
日（
土
）開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
市
内
外
か
ら
約
二
千
名
の
参

加
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
押
切
川
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
や
コ
ー
ス
周
辺
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
生
涯
学
習

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
奨
励

と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
全
国

規
模
大
会
の
個
人
・
団
体
戦
に
出
場
す
る

選
手
、
監
督
な
ど
に
対
し
て
、
一
人
に
つ

き
一
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者
の
条
件

○
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

○
市
内
の
学
校
・
企
業
な
ど
に
在
籍
し
、

特
に
教
育
委
員
会
が
認
め
た
者

※
出
場
大
会
の
条
件
や
申
請
書
類
な
ど
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、
血

液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態

（
心
室
細
動
）に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
状
態
に

戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
の
会
場
に

い
。

◆
受
講
料

無
料
。
な
お
、
材
料
費
な
ど

に
つ
い
て
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３（
火
曜
日
は
休
館
）

市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に
、
指
定

の
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
３

月
３１
日
ま
で（
た
だ
し
、
市
民
プ
ー
ル
供

用
期
間
の
６
月
１６
日
〜
９
月
２
日
を
除

く
）

◆
指
定
の
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

（
河
東
町
南
高
野
字
金
剛
田
）

◆
助
成
額（
会
津
若
松
市
市
民
料
金
と
の

差
額
）

○
大
人

１
回
２
６
０
円

○
高
校
生

１
回
２
１
０
円

○
小
中
学
生

１
回
１
０
０
円

※
通
常
の
プ
ー
ル
利
用
料
金（
２
時
間
）

○
大
人

１
回
７
８
０
円

○
高
校
生

１
回
６
３
０
円

○
小
中
学
生

１
回
３
１
０
円

◆
手
続
き

助
成
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

助
成
の
お
知
ら
せ

屋
内
プ
ー
ル
の
利利
用
助

問問

申申

ム

勤
労
青
少
年
ホ
ーー
ム規

受
講
生
募
集

新新
規

喜
多
方
市

会
等
出
場
補
助
金

ス
ポ
ー
ツ
大大
会動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

自
動
体
外
式
除
細細
動貸

し
出
し
ま
す

を
貸

蔵
の
ま
ち
喜
多
方方

ォ
ー
ク
２
０
１
２

桜
ウウ
ォ

問問問問

申申申申

問問問問

申申申申

■教養講座

講　座　名 内　　容 曜　　日
書道講座 書道の基本と実技 第１・３月曜日
生花講座 生け花の基本と実技 第１・３水曜日
着付講座 着付け・組紐の基本と実技 第２・４月曜日
茶道講座 茶道の基本と実技 第２・４水曜日
料理講座 エコクッキング 第２木曜日
■その他の講座

講　座　名 内　　容 曜　　日
ライフステップ
アップ講座

手芸、料理、軽スポーツなどに
チャレンジ

７月～12月
第１・３金曜日

卓球サークル 自主活動 毎週水・木・日曜日
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ま
た
、
児
童
生
徒
向
け
の
指
針
「
な
か

よ
く

た
く
ま
し
く

生
き
る
」
で
は
、
毎

日
の
生
活
で
目
指
す
姿
を
、
子
ど
も
た
ち

に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学

校
教
育
の
重
点
に
位
置
付
け
、
道
徳
や
生

徒
指
導
な
ど
で
積
極
的
に
活
用
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
公
民
館
の
講
座
等
や
各

種
団
体
等
へ
の
出
前
講
座
な
ど
へ
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
や
、
家
族
の
絆
な
ど
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
普
段

の
生
活
や
今
後
の
生
き
方
、
ま
た
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
て
て
ゆ
く
指
針
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
５
つ
の
努
力
目
標
」
や
「
児
童

生
徒
が
め
ざ
す
姿
」の
掲
示
用
の
指
針
は
、

各
公
民
館
な
ど
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

市
で
は
昨
年
度
、
人
材
育
成
、
青
少

年
の
健
全
育
成
な
ど
を
目
的
と
し
「
喜

多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
指
針
を
広
く
周
知

し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
推
進
の

年
と
位
置
付
け
、
重
点
事
業
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
指
針
や
取

り
組
み
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

中江藤樹

蓮沼門三 瓜生岩子

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
瓜
生
岩
子

刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
な
ど
、
郷
土
の
発
展

に
尽
く
し
た
先
人
や
藤
樹
学
の
教
え
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
置
か
れ
た
風

土
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
指
針
は
個
性
豊
か
な
人

間
の
創
造
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

や
地
域
社
会
、
学
校
そ
し
て
行
政
な
ど
関

係
機
関
に
お
い
て
そ
の
実
現
を
目
指
す
努

力
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。
指
針
の
名
称

は
「
未
来
を
拓
く
喜
多
方
人
」
と
し
て
、

五
つ
の
努
力
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

問問

児童生徒がめざす姿

５つの努力目標

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ

強
い
心
・
愛あ

い
け
い敬
の
心
な
ど
、

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人

に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を

わ
き
ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と

の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も

挑
戦
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親
（
保
護
者
）

の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭

を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

喜多方市人づくりの指針
～未来を拓

ひら

く喜多方人～
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妊
婦
健
診
は
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
状
態
を
定
期
的
に
確
認
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

市
で
は
現
在
、
全
て
の
妊
婦
さ
ん
に
妊

婦
健
診
１４
回
分
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
初
期
に
は
、
つ
わ
り
へ
の
対
応
や

流
産
予
防
が
、
後
期
に
は
妊
娠
中
毒
症
へ

の
対
応
や
早
産
予
防
が
大
変
重
要
で
す
。

自
覚
症
状
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
妊
婦
健
診
で
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
望
ま
し
い
妊
婦

健
診
の
時
期
に
、ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

（
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

妊
娠
に
伴
う
生
理
的
な
変
化
で
心
配
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
放
置
し
て
お
く

と
危
険
な
こ
と
も
…
。

「
お
か
し
い
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
つ
わ
り
が
ひ
ど
く
水
分
も
と
れ
な
い

く
り
返
し
吐
い
て
水
分
も
受
け
つ
け
な

い
と
き
は
、
脱
水
症
な
ど
の
心
配
が
あ
り

ま
す
。長
期
間
同
じ
症
状
が
続
く
と
き
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
腹
の
張
り
・
痛
み

気
づ
い
た
ら
横
に
な
っ
て
体
を
安
め
ま

し
ょ
う
。
し
ば
ら
く
休
ん
で
も
治
ら
ず
、

痛
み
が
増
し
た
り
、
出
血
・
発
熱
を
伴
っ

た
り
す
る
よ
う
な
ら
、受
診
が
必
要
で
す
。

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
姿
勢
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◆
出
血

妊
娠
時
期
に
限
ら
ず
、
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

◆
頭
痛

血
圧
が
高
い
た
め
に
症
状
と
し
て
現
れ

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

長
く
続
く
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

充
分
な
睡
眠
と
、休
息
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

全
妊
婦
、14
回
分
を
助
成

こ
ん
な
症
状
に
気
を
つ
け
て
！

妊
娠
中
も
病
気
等
で
薬
が
必
要
に
な
る
時

が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
・
妊
娠
に
与
え
る
影

響
等
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら
十
分
な
説
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

妊　娠　週　数 間　隔 回数

初期～23週（第6月）
4週間
に1回

4回

24週（第7月）～
35週（第9月末）

2週間
に1回

6回

36週（第10月）～
出産まで

1週間
に1回

4回

望ましい妊婦健診の受け方

※詳しくは、掛かりつけの医療機関か保健課
　☎（24）5223へお問い合わせください。

　妊娠期間中を心身ともに健康に過ごし、

無事に出産を迎えるためには、日常生活

や環境、栄養など、いろいろなことに気

を配る必要があります。

　より健やかに過ごすために、妊婦健診

をぜひご活用ください。

おかあさんと、大切な赤ちゃんを守るために大切な赤ちゃん

妊婦健診を受けましょう健診を受け
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成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
時
期

で
す
。
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、

妊
婦
さ
ん
は
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
妊

婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
を

見
か
け
た
ら
、

○
近
く
で
の
喫
煙
を
控
え
る

○
「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
の
や
さ

し
い
一
言

な
ど
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と
や
さ
し
い

気
づ
か
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

問問

栄養士の

知って役立つ  健康レシピ
　今回は、喜多方市食生活改善推進員が作った料理をご

紹介します。食改員は自身の健康に関心を持ち、学習し

たことを家庭やご近所、地域に広げる活動をしている

方々です。一定時間以上の学習をすると食改員になれま

す。興味のある方は保健課までご連絡ください。

　この料理は、山都町で活動する会員さんが作ったもの

です。

【材料（４人分）】【【材料（４人分）】
とりひき肉240g、木綿豆腐120ｇ、ごぼう30ｇ、とりひき肉240g、木綿豆腐120ｇ、ごぼう30ｇ、

）にんじん30ｇ、とうもろこし（缶）50ｇ、わかめ（乾じん30ｇ、とうもろこし（缶）50ｇ、わもろこし（缶）50ｇ、わかめ（乾30ｇ、とうもろこし（缶）50ｇ、わかめ（乾））にんじん30ｇ とうもろこし（缶）50ｇ わかめ（乾）にんじん30ｇ、とうもろこし（缶）50ｇ、わかめ（乾）
８ｇ、油揚げ3枚、★だし汁2カップ、★砂糖大さじ1８ｇ、油揚げ3枚、★だし汁2カップ、★砂糖大さじ1８ｇ、油揚げ3枚、★だし汁2カップ、★砂糖大さじ1
強、★薄口しょうゆ大さじ２、★酒大さじ１、★み強、★薄口しょうゆ大さじ２、★酒大さじ１、★み
りん小さじ４、水溶き片栗粉適量りん小さじ４、水溶き片栗粉適量
【作り方】【作り方】
①　ごぼうは粗みじん切りにして水に放す。①　ごぼうは粗みじん切りにして水に放す。
②　にんじんも粗みじん切りにする。② じんも粗みじん切んも粗みじん切りにする②②②② にんじんも粗みじん切りにする②② にんじんも② んじんも粗みじん切②　にんじんも粗みじん切りにする。
③　豆腐はゆでて水切りしておく。③ 腐はゆでて水切③　豆腐はゆでて水切りしておく。
④　わかめは水に浸して戻しておく。④　わかめは水に浸して戻しておく。
⑤　とりひき肉、木綿豆腐を合わせて練っておく。⑤　とりひき肉、木綿豆腐を合わせて練っておく。
⑥　油揚げは沸騰湯でさっと油を落とし、水切りを⑥　油揚げは沸騰湯でさっと油を落とし、水切りを
　し3辺を切り開く。し3辺を切り開く。

ろもろもろ⑦　⑥に⑤をのばし、わかめを敷く。①②とうも⑦⑦　⑥に⑤をのばし、わかめを敷く。①⑦ をのばし、わかめを敷く。①②とうもろ⑥に⑤をのばし、わかめを敷く。①②ばし わかめを敷く ①②と ろろ⑤をのばし わかめを敷く ①②とうも⑦ ⑥に⑤をのばし わかめを敷く ①②⑦⑦　⑥に⑤をのばし、わかめを敷く。①②とうもろ
　こしを散らし、軽くおさえる。これをくるくる巻く。を散らし、軽くおさえる。これをくるくる巻くこしを散らし、軽くおさえる。これをくるくる巻く。
⑧　鍋に★を入れて⑦を煮る。中火で20分ほど煮た⑧　鍋に★を入れて⑦を煮る。中火で20分ほど煮た
　ら食べやすい大きさに切り、盛りつける。ら食べやすい大きさに切り、盛りつける。

ら⑨　煮汁に水溶き片栗粉を入れてとろみがついたら⑨　煮汁に水溶き片栗粉を入れてとろみがついたら
出来上がり。て　⑧にかけて　⑧にかけて出来上が出⑧にかけて出来上がり⑧にかけて出来上がり。

＊＊ ヘルシー信田巻き ＊＊
今月の

メニュ
ー

「
お
な
か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」

『
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
』
と
は
、「
お
な

か
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
周
囲
に
伝
え
、
思
い
や
り
や
気

づ
か
い
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
妊
婦
さ

ん
が
身
に
つ
け
る
マ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
『
マ
タ

ニ
テ
ィ
ス
テ
ッ
カ
ー
』
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
公
共
施
設
や
飲
食
店
な
ど
に
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及
と
妊
婦
さ
ん
へ

の
思
い
や
り
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
妊
婦
さ
ん
に
や
さ
し
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

【ポイント】ひき肉と豆腐をねばりが出るまでよく混ぜる。

【会員さんの声】わが家は3世代が同居しているのでみんな

が一緒に食べられるものをと思い、ヘルシーだけどボリュ

ームがあるものを考えました。

このマークを見かけたら　　　　　　見かけたら　

思いやりのある気づかいを思いやりのあ
～『マタニティマーク』は妊婦さんのしるしです～

しの だ


